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通常総会も無事終わり今年度も皆様方の御支援、御理解、御協力を宜しくお願い

致します。総会に御列席下さいました、参議院議員、近畿整備局、大阪中小企業団体

中央会、大阪府職業能力開発協会、日本シーリング工業会の方々をはじめ多くの御来

賓の皆様方には、お忙しいなか足を運んで頂き深く感謝しております。

西日本を襲った記録的な豪雨は、広範囲に土砂崩れや河川の氾濫など甚大な被害が

おこりました。被害の多い広島では、豪雨から数日過ぎても避難指示が相次いでる

状況で、まだまだ正常な生活が出来ていない現状であります。

恒例になりましたが、技術員の育成を目指してシーリンググランプリの開催、前期

に引き続き北海道、東北、東京、中部、中国、四国、九州の各シ協からは、審査員、

見学、エントリー者等多大なご協力を頂きまして、大いに盛り上がり無事終わること

ができました。今期も多くの地区から更なる参加者が集う大会していければと思って

おります。

今宮工科高等学校、布施工科高校の建築科にシーリング防水施工の基礎知識や実技

に関する実践事業も行いますので、皆様方の御協力、御支援を宜しくお願い致します。

組合活動では、様々な勉強会、研修会に御参加いただきまして、皆様と共に一歩一歩

前に進んで行きたいとおもっています。

これまでと同様に皆様からのより一層の御支援、御理解を賜りますよう宜しくお願い

申し上げます。

　理 事 長 挨 拶　理 事 長 挨 拶
理事長　 藪　内　俊　則

(阪南工業㈱)
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第40回通常総会開催
平成30年５月18日　ホテルモントレ大阪

第40回関シ協通常総会が５月18日㈮
大阪市北区の「ホテルモントレ大阪」で
開催されました。
総会は萬谷誠専務理事の司会で藪内俊則
理事長の挨拶に続いて、議長に小西功倫
理事を選出して議案の審議に入りました。
平成29年度事業報告・決算関係書類、
平成30年度活動計画並びに収支予算案
の提出議案は原案とおり可決承認されま
した。
総会後、来賓、組合員、賛助会、なに
わ会と共に、志水利一郎理事の司会で懇
親会が開催されました。
冒頭、藪内俊則理事長から「先ほど、
無事総会が終わったことを、皆様のご報
告させていただきます。昨年度は設立40

周年記念式典に
おきましては皆
様方に多くのご
協力を頂きまし
た。おかげさま
で盛大かつ厳粛

に執り行うことができました。この場を
借りまして改めてお礼申し上げます。
さて、アベノミクスによる景気回復が
期待される中、我々を取り巻く環境は依
然として厳しい状況にあると思われます。
今後関西に万国博覧会、IRが誘致され
ると、景気回復に繋がるのではないかと
思われます。組合では、今後も工業高校

への出前講座をはじめ、シーリング・グ
ランプリの開催、技能検定等資格取得講
習会などを開催し、組合員各位の向上を
目指して頑張っていく所存でございます
ので皆様方のご協力をお願いします。」
と挨拶されました。
来賓の石川博崇参議院議員、近畿地方
整備局建政部の永富栄三建設産業調整官、
大阪府中小企業団体中央会の三宅泰太郎
総務部長、大阪府職業能力開発協会の寺
田清美事務局次長が紹介されました。
石川博崇参議院議員からは「大阪には
数多くの新たな課題が突きつけられてい
ます。今年の11
月にフランスの
パリで2025年に
開催される世界
万国博覧会の開
催地が決定され
ます。大阪開催にむけて全力を尽くした
いと考えております。
来年の６月にＧ20サミットを日本で開
催するのは始めてですが、大阪で［大阪
サミット］として開催されることが決定
しました。来年６月には主要国の首脳陣
が一同にこの大阪に会することになりま
す。この会議に関係する方々は３万人と
も５万人ともいわれていますがこの大阪
に来られ、その中で世界のマスメディア
がこの大阪の魅力を世界に発信するとい

藪内俊則理事長

石川博崇参議院議員
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う好機が生まれることになります。
20カ国の首脳陣が一同に会する世界最
大の国際会議であります。これに向け
て大阪の経済界、世界の経済界も大阪に
注目してくる時代が到来します。それに、
来年はラグビーのワールドカップも開催
され、天皇陛下の御退位、新天皇の御即
位と世界から注目することになります。
東京オリンピック、パラリンピック又
2021年には生涯スポーツの国際競技大会
［関西ワールドマスターゲーム］が開催
されます。
これから３年５年と大阪に大きな風が
吹く時に、41周年を迎えられた関シ協の
皆様方の役割、活躍の幅が大きく広がる
と期待しています。」と挨拶されました。
続いて永富栄三建設産業調整官からは
「週休２日の確保を軸とする［長時間労
働の是正］、技能者の賃金水準の確保を
目的とした［給与・社会保険］、ｉ－コ
ンストラクションの深化による［生産性
の向上］を各団体に積極的で具体的な取
り組みをお願いしています。
また、昨年提言されました［建設産業
政策2017＋10］を踏まえて、建設業法の
改正が必要となる事項について具体化の
検討がすすめられています。建設業の許
可において［社会保険未加入企業の建設
業の許可や更新を認めない］、という社
会保険加入を建設業の許可要件にするこ
とや［建設業の働き方改革］としては適
切な工期設定や週休２日に向け、工期設
定等に関する受発注双方の責務の検討を
行う［技術者制度］の見直しは、現場技
術者の配置要件の合理化等について検討

を行うと聞いております。
これらの取り組みは公共工事に限らず、
民間工事も発注団体にも要請を行ってお
ります。民間発
注工事において
も、［公共工事
設計労務単価］
を活用してもら
うことや、下請
企業を含めて社会保険未加入業者の排除、
建設業退職金共済制度の普及も進めるよ
うに要請しております。このほか、［週
休２日］と並ぶ今年度の２大事業のもう
一つである［建設キャリアアップシステ
ム］をこの秋に稼働させ、技能・技術に
ふさわしい給与を実現するための技術者
評価制度を構築し、優れた技能、技術を
有する技能者を雇用している専門工事企
業の施工能力の見える化を検討すること
になっています。
今、建設産業は、転換期を迎え大きく
変わろうとしています。
国民生活の安全・安心を支え、日々の
暮らしを守るためには社会資本整備の
担い手の確保が急務です。そのためには、
建設産業に携わる全ての人が幸せを感じ
られるような希望を持てる魅力ある職場
づくりが不可欠です。現在の建設産業を
取り巻く環境は、ある程度整備されつつ
あます。我々行政もできる事は引き続き
取り組んで参りますが、これからは、こ
の流れを皆さんがどのように利用・活用
していくかの段階に入ったのではないか
と思います。
建設産業自体は、［ものづくり］とい

永富栄三産業調整官
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う魅力的でやりがいの充ちた仕事であり、
地域の経済と雇用を支える基幹産業です。
行政や業界の関係者が一体となって、
それぞれの役割を果たすことが重要です
ので、引き続きご理解・ご協力を賜りま
すようお願い申し上げます。」と挨拶さ
れました。
新入会員のNS技建の廣瀬永昌氏が紹
介されました。

乾杯は日本
シーリング材工
業会の大阪支部
長であるオート
化学工業㈱の
和田秀雄様が

「昨年は創立40周年ということで、本日
の総会も次の節目になる意義ある総会で
あったと感じます。
［継続は力なり］という言葉がござい
ます。これはこれまで40年、これから先、
発展を続けてい
かれる関西シー
リング工事業協
同組合様にふさ
わしい言葉はな
いかと思います。
藪内理事長様、役員の皆様、会員の皆
様の非常に力強いお力の賜物と感じてお
ります。次の節目の50年、更にその先と
ますますの発展を祈念しております。」
と挨拶と乾杯の音頭をとられました。
暫し歓談のあと、中締めは当組合の
三橋一弘副理事長が「来月に理事会を
開催して各委員会の選定し、理事の役割
を決め今年一年は走って行こうと思って

います。
関シ協のメインの柱としては若い人の
力が一番大事であるシーリング・グラ
ンプリ、８月には技能検定試験、出前講
座をやっています。各工科高校、いづれ
大学でもやっていきたいと思いますが、
出前講座をどしどし開催いたしまして、
組合並びにこのシーリングの業界がひと
つでも、ふたつでも盛りあがるような企
画をやっていきたいと思います。組合員
の皆様、賛助会、なにわ会の皆様におか
れましても我々の関シ協の行いが無駄に
ならないようにご理解とご協力をお願い
したい、そして
又組合員数もど
しどし増やして
いきたい。ちな
みに全国で組合
は11シ協ござい
まして、関シ協は組合員数が全国で今ナ
ンバーワンです。
藪内俊則理事長のもとこれだけ結束し
組合員を始め、賛助会、なにわ会の皆様
のご協力もあり、やらしていただいてい
る組合で非常に我々幸せと思っています。
先ほどの乾杯の挨拶でいただきました
［継続は力なり］は我々にはぴったりの
言葉でございます。
我々微力ですが、組合のために、業界
のために、そして我々の会社のために
できたら幸せでございますので、今後共、
組合活動にご理解、ご協力をよろしくお
願いたします。」と挨拶されました。

廣瀬永昌社長

和田秀雄大阪支部長

三橋一弘副理事長
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第５回目となる大阪府立布施工科高等学校への出前講座が平成30年２月６日に開催

されました。

理事長挨拶が「防水工事には面防水と線防水の形があります。我々は線防水の方で

シーリング工事の専門業者が集まる組合です。 建物にとって防水工事は大切な工事

でありますが、なかなか解りづらい面が多々あります。今日一日、座学、実技で勉強

していただき、理解されまして将来の就職活動の一助になれば有りがたいと思いま

す。」と挨拶され、午前の座学と午後の実技を体験していただきました。

尚、この出前講座は大阪府職業能力開発協会の「若年技能者人材育成支援事業」の

一環としてものづくりマイスター等を派遣したものです。

 午前の座学の前に近畿地方整備局建政部の島田課長から「建設業の仕事」について

わかりやすく解説していただきました

建築系２年生40名の生徒が午前中は座学（学科)、午後からは架台を使用して実際

の過程を体験しました。

大阪府立布施工科高等学校
出前講座開催

特集

藪内理事長挨拶 島田課長解説
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学科講習→

←実技講習

実技風景→

←実技指導
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←実技体験

講評→

近畿地方整備局建政部からの話

　「仕事を知ろう・社会を知ろう」パンフレット抜粋

・建設業ってどんな仕事？

・建設業では、どのような人が働いているのでしょうか？

・実際の工事現場で建築工事の始まりから終わりまでを見てみよう

・建設業の仕事のイメージは？

・地域を守ることも建設業の役割なのです

出前講座のまえに、建築に関して基礎的な話は効果的でした。



－　 －8



－　 －9

平成30年３月13日にエル大阪で30名の参加者に対して、当組合の加藤労務士を講師

に迎えて労使関係の基本的な立場をテキストにそってわかりやすく解説していただき

ました。会社にとって、万一雇用関係で法廷闘争になった場合に就業規則等関係書類

の完備がいかに大切であるか事例をあげて説明していただきました。 昨今の働き方改

革、さらには補助金の種類まで多岐にわたり有意義な研修でした。 研修後、個別の相

談の場も設けていただきました。

労務問題研修会開催
市場対策委員会

特集
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平成30年４月７日㈯に第７回目となるシーリング・グランプリが「尼崎市リサーチ・

インキュベーションセンター」で開催されました。関シ協からは22名が午前中に予選を

して６名が決勝へ進み、全国から各シ協で推薦と予選を勝ち抜いた代表13名（東北シ協

３名、東日本２名、中部シ協２名、中国シ協２名、四国シ協１名、九シ協３名）と合わせ

て19名が決勝に参加しました。

藪内理事長から「第７回を迎え、今年から東日本シーリングからも参加するなど大

きな大会になり、知名度もあがりつつある。日頃の皆様の腕を存分に発揮してもらいた

い。」と挨拶がありました。

来賓の北海道シ協、東北シ協、東シ協、中部シ協、中国シ協、九シ協には審査員をお

願いしました。

各シ協、組合員、メーカー関係者が多数見学され、大いに盛り上がった大会になりま

した。競技終了後に表彰式がありました。

第７回シーリング・グランプリ開催
シーリング・グランプリ特別委員会

特集

優勝旗　返還 予選風景
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決勝風景

優勝旗授与

ギャラリーが見守る中で競技

各シ協来賓の総評

2018シーリンググランプリ　決勝順位表
順　位 名　前 会　社　名 地　区 工　程 仕上げ 時　間 合　計
1 長島　忠大 ㈱タダキシール工業 東　北 51 173 －16 208
2 徳重　満久 徳重商会 関　西 55 122 6 183
3 宮田　昌則 ㈱住吉技研 関　西 48 127 1 176
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優　勝

長島　忠大 氏
（㈱タダキ
 シール工業
 東北シ協）

「会社の上司先輩方に、今まで20
年間指導していただいたおかげで、
このようなすばらしい大会で優勝
することができました。心から感謝
しています。この大会では全国の
様々な技能をみることが出来、刺
激を受けました。この結果に満足
することなく、さらに技能を磨き、
若手技能士の技能向上・育成にも
取り組んでいければと思います。」

準優勝

徳重　満久 氏
（徳重商会
 関シ協）

「今大会の決勝戦では、架台の難
易度が昨年より高くなったことか
ら苦戦しました。こうした中、準
優勝を獲得できたことは喜ばしい
ことですが、前回に続いて2連覇
を目指して挑んでいたため、悔し
かったです。グランプリは技能員
ひとりひとりの技能、技術向上に
も繫がる良い機会だと思います。」

第３位

宮田　昌則 氏
（㈱住吉技研
 関シ協）

「グランプリは何度も挑戦してき
ました。現場との環境の違いでミ
スが多くなりがちだったため、今
回は正確さを重視して挑みまし
た。他の競技者のスピードに惑わ
されないように、焦らずに丁寧な
施工を心がけました。会場では、
競技者のテープの張り方や道具の
工夫などを観察できました。若い
人には勉強のために、見てほしい
と思いました。」

入賞者の喜びの声
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皆様、平素は関西シーリング工事業協同組合の活動に御尽力賜り、誠に有り難う

ございます。

活路開拓委員、シーリング・グランプリ実行委員長の西原でございます。

今年４月、第７回S1‒GPを無事終える事が出来ました。会員皆様、関係者の厚い

ご支援に深く感謝申し上げます。

今回、関東の東シ協が参加。全国大会の様相を呈した大会となりました。又、初め

て東北シ協の選手が優勝、優勝旗を手にされ、念願を叶えられました。東北シ協も今

年で参加する事、４回目。毎年２月の予選会には私も参加させて頂いておりますが、

毎年レベルが高く、優勝候補の呼び声が高かったのですが、後一歩一番には届きませ

んでした。毎年、予選会では試行錯誤スキルアップに取り組まれ、又、職人さんのモ

チベーションアップを誘発する仕掛けもいち早く手掛けておられました。東北グラン

プリ専用の動画を作成、発信し、ポスターも職人魂を掻き立てるような素晴らしいも

のを配布しておられました。それが実を結んだものと感服させられました。

このシーリング・グランプリの目的はその大会のトップを取ることだけでなく、こ

の催しを少しでも利用していただき、職人のモチベーションアップ、強いては業界の

発展への架け橋になる為の取り組みでございます。その視点からも東北シ協の一致団

結した取り組みは、我々も見習うべきものがたくさんありました。勿論、地方予選を

勝ち抜き、関西で決勝を行うという流れは地方の選手の気持ちを高揚させる要因のひ

とつではありますが、それだけではない東北シ協の純粋で熱い思いがありました。

昨今の建築業界、職人という昔ながらの特別な尊敬すべく存在と、もしかすれば、

それとは相反するお金を含めての彼らへの評価が隣り合わせにある現状でございます。

その大きな溝を埋めていくのが我々業界関係者の責務だと考えます。この大会もその

ほんのわずかな一部ではありますが、その繰り返しや１社様でも多くの業界への理解、

興味、関わりが業界発展への近道だと信じております。

皆様の大切な組合費も利用して大会が成り立ってございます。これからもそのあた

りも念頭におきながら皆様のお役に立てますよう大会運営に携わって参る所存ですの

で、引き続きのご指導よろしくお願い致します。

第７回シーリング・グランプリ大会を終えて
シーリング・ランプリ実行委員長　

西原　芳博
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拝啓　盛夏の候、関西シーリング工事業協同組合様をはじめ、なにわ会様、賛助会員
の皆様には、常日頃より当工業会の運営にご協力を頂きまして、誠にありがとうござ
います。さて、日本シーリング材工業会では、平成30年４月24日の第55回通常総会に
おきまして、役員の改選があり、前会長巌氏から新会長として大津氏が選出されました。
当工業会の今年度の主な活動は下記の通りでございます。
また、大阪支部に於きましても役員改選があり、私、和田が、今春より前吉川支部
長の後任として互選頂きました。微力ではございますが、業界の発展に寄与して参り
たいと思いますので、前任者同様のご指導ご鞭撻を賜ります様謹んでお願い申し上げ
ます。
まずは略儀ながら、書面をお借りしてご挨拶申し上げます。
 敬　具　

記
１ ．今年１月に日本シーリング材工業会ホームページのリニューアル、各協会様ホー
ムページとのリンク等新たな記事掲載のご提案を致します。
２ ．「建築用シーリング材－基礎と正しい使い方」６年ぶりの「改訂第４版」を４月
20日に発行しました。是非とも皆様にはご活用いただければ幸いでございます。
３ ．６月14日～16日の東京・高松２会場でのシーリング管理士・同技術管理士検定講
習及び試験を実施致しました。

受 験 者 合 格 者 再受験者 再 受 検
合 格 者

東 京
管 理 士 4 8 3 5 5 2
技術管理士 7 8 7 0 6 5

大 阪
管 理 士 2 4 2 2 0 0
技術管理士 1 6 1 6 0 0

合 計
管 理 士 7 2 5 7 5 2
技術管理士 9 4 8 6 6 5

４ ．機関紙「＆SEALANT」では工事業界皆様の情報・記事も取り入れて掲載致した
いと思います。
以上４点を中心に微力ではございますが、業界の発展に寄与できるよう活動して参
ります。

日本シーリング材工業会大阪支部　
支部長　 和　田　秀　雄

日本シーリング材工業会だより
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関シ協フューチャー会の第21回通常総
会が開催されました。
親会からは藪内俊則理事長、三橋一弘
副理事長、萬谷誠専務理事が出席され、
埜田善将会員の司会により開会となりま
した。
楠本一廣会長が「普段、皆様には組合
活動のご協力いただきお礼申し上げます。
今年も何かフューチャー会として、講
習会等を進めていこうとしていた中、全
防協さんにシーリングの講習会をさせて
いただきました。懇親会も含め各種団体
とコミニュケーションを諮ることをやっ
ています。今後、広げていき今後の講
習会に繋げていければいいなと思ってい
ます。
今期１年間、いろいろとお力添えを
いただきたく宜しくお願い申し上げま
す。」と挨拶されました。
藪内俊則理事長からは「フューチャー

会の総会、お忙
しい中、又足下
の悪い中ご参加
いただき有難う
ございます。
日頃は当組合

の活動に多大なるご協力をいただき有
難うございます。又、この夏には技能検
定試験、秋には出前講座等もございます。
いろんなお手伝いしていただいていると
思いますが、変わらぬご協力をお願い申

し上げます。」と挨拶されました。
議長に楠本一廣会員を選出し、総会議
事に移りました。
第１号議案の平成29年度事業報告と第
２号議案の平成29年度決算報告は共に異
議なく可決承認されました。
第３号議案の平成30年度事業計画(案)
と第４号議案の平成30年度予算(案)につ
いても異議なく可決承認されました。
坂口正吾副会長が閉会の辞を「例年と
おりの概況ですが、フューチャー会の活
動として親会と協力してすすめていきま
す。準備、設営の方になると思いますが
ご協力お願い致します。
勉強会開催に
ついては進んで
いませんが、改
めてご報告させ
ていただきます。
連日、世間で
騒がれている某大学の危機管理が問題
とされています。我々も何かあった場合
にも危機管理の徹底や、一致団結できる
ような環境を普段から築き上げていきた
いと思っています。」述べられて第21回
総会は終了しま
した。
総会終了後、
場所を移して懇
親会となりました。

フューチャー会だより

第21回青年部会通常総会開催
平成30年６月６日㈬　於：エル大阪

挨拶する藪内俊則理事長

議長の楠本一廣氏

閉会挨拶の坂口正吾氏
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組合員の皆様におかれましては益々ご清祥のこととお慶び申し上げます。

平素は、組合の運営にご協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

昨年の総会にて会長に再任命され早いもので、１年が経ちました。皆様方のご支援

のおかげをもちまして、無事に21回の総会を迎えることができましたこと、重ねて厚

く御礼申し上げます。

本年度から再びフューチャー会の組織を関シ協本会委員会組織に合わせ委員会を設

置し、なお一層本会活動に積極的に参加するとともに、本会委員会活動の中からヒン

トを得、フューチャー会主催の講習会、研修会などが開催できるよう取り組んでいき

たいと思います。

また昨年度、全防協近畿支部若手経営研究会とタイアップして開催いたしました、

シーリング講習など、他各種団体との交流、フューチャー会内の懇親という部分も活

発に行いながら、若手育成、シーリング業界の地位向上に貢献できるフューチャー会

の基盤を創るべく本年度は活動してまいりたいと思っています。

また、今までフューチャー会として、本会の人員応援として携わってまいりました、

シーリング・グランプリ、高校へ出前講座、シーリング技能検定等におきましても、

さらに一層盛り上げてまいりたいと思っている所存です。

最後になりましたが、フューチャー会一同一丸となり、組合活動がさらに活発にな

るよう精進してまいりますので、何卒、皆様方のご支援、ご指導、ご鞭撻を賜ります

ようお願い申し上げます。

フューチャー会 会長挨拶
会　長　 楠　本　一　廣

(㈱大阪シール)
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≫≫≫≫≫≫≫≫ 組合ニュース＆インフォメーション

シーリング防水技能検定試験が実施されました

実施月日：ミニトライアル　　平成30年８月３日㈮

　　　　　実技検定試験　　　平成30年８月４日㈯、５日㈰

場　　所：大阪府立南大阪高等職業技術専門校

実技試験受験者：

　　　　　１級　101名　　２級　11名　　合計112名

ミニトライアルには１級89名２級９名の受講者がありました。

暑いさなかにも係わらず熱心に受講されていました。

本番では緊張感しながらも、真剣に架台に向き合っていました。

結果は学科試験と合わせて平成30年９月28日に発表予定です。

ミニトライアル風景

試験風景

試験前の説明
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組合ニュース＆インフォメーション ≪≪≪≪≪≪≪≪
行事予定・会員のうごき

１）平成30年度行事予定
○シーリング技能士検定試験
　講習年月日　平成30年８月３日㈮
　試験年月日　平成30年８月４日㈯
　　　　　　　平成30年８月５日㈰
　場　　　所　テクノセンター南大阪

○シーリング技能士試験学科講習会
　年月日　平成30年８月８日㈬
　場　所　エルおおさか

○シーリング技能士学科試験
　年月日　平成30年８月19日㈰
　場　所　桃山学院大学

○シーリングスクール
　年月日　平成30年９月15日㈯
　　　　　平成30年９月16日㈰
　会　場　尼崎リサーチ・
 インキュベーションセンター

○シーリング防水出前講座
　年月日　平成30年９月20日㈭
　場　所　大阪府立今宮工科高等学校

○登録防水基幹技能者講習会
　年月日　平成30年10月16日㈫
　　　　　平成30年10月17日㈬
　場　所　CIVI新大阪研修センター

○組合研修会
　年月日　平成30年10月24日㈬
　場　所　エル大阪
　内　容　サッシ回りの防水他

○関シ協　ゴルフコンペ
　年月日　平成30年10月26日㈮
　場　所　未定

○関シ協　新年互礼会
　年月日　平成31年１月18日㈮
　場　所　神仙閣

○関シ協　総会
　年月日　平成31年５月24日㈮
　場　所　ホテルモントレ大阪

２）組合員・賛助会員の動き
（組 合 員）
　平成30年４月
　　新社長
　　　㈱七星
　　　代表取締役　平井　正法
　平成30年２月
　　会社移転　㈱光シール
　　　新住所　神戸市灘区永手町
 ５丁目２番19号
　訃　報
　なにわ会　会員
　　 平成30年７月
　　 　株式会社　前田精一商店
 会長　前田　実也 氏
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厳しい暑さが続いています。

私がこの会社に入社しまして約３ヶ月が経ちました。

この数ヶ月、大阪北部を中心とした地震、西日本を中心に大きな被害をもたらした

集中豪雨と災害に対する備えの必要性を痛感しました。

仕事においてもやはり備えは必要であり、この時期は熱中症には特に注意が必要です。

私はこの業界は初めてで約3ヶ月、シーリングの基礎を学んでいます。

分からないことが多いですが、少しずつではありますが現場へ行き色々と勉強させて

もらっています。

まだまだ覚えることが満載ですが、この暑さにも挫けず日々頑張りたいと思っています。

もし、現場でお会いする機会があれば、声を掛けて頂けると幸いです。

また、その際にはご指導、宜しくお願い致します。

 新和化工㈱　市川　幸一

関シ協NEWS　Vol.112
2018年８月発行
発行　関西シーリング工事業協同組合
　　〒540‒0012 大阪市中央区谷町4‒4‒13
　　　　　　　　（エフクレスト２階202号)
　　℡  06（6946）2226　℻  06（6946）2227
編集協力・印刷　川西軽印刷㈱

編　集　後　記
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㈱
日
建
テ
ク
ノ
ス
）

各
種
講
習
会
開
催
、技
能
検
定
学
科
試
験
に
関
す
る
事
業

関
西
シ
ー
リ
ン
グ
工
事
業
協
同
組
合
組
織
表

運
営
企
画
委
員
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委
員
会
所
属
会
員
表

監
　
　
事

上
田
　
正
義

㈱
大
一
防
水
工
業
武
本
　
栄
治

㈱
ユ
ニ
オ
ン
技
建

　 　 統　 括　 　 　 　 理 事 長　 　 藪 内　 俊 則 （ 阪 南 工 業 ㈱ ）

運
営
企
画
委
員
会

委
員
会

担
当
理
事

委
員
長

副
委
員
長

委
　
　
　
　
　
　
　
員

副
理
事
長

伊
藤
　
昌
宏

大
阪
ユ
ニ
ロ
ン
㈱

総
務
委
員
会

竹
田
　
幸
平

シ
ー
レ
ッ
ク
ス
㈱
蛎
崎
　
龍
徳

㈲
京
阪
防
水

神
農
　
竹
夫

ダ
イ
ワ
テ
ッ
ク
㈱
岸
　
　
勝
美

㈱
勝
友
商
会

亀
井
　
一
身

昌
栄
亀
井
㈱

山
際
　
良
作

㈱八
紘コ
ンサ
ルタ
ント

購
買
委
員
会

志
水
利
一
郎

㈱
東
光
商
会

山
越
　
章
良

㈱
 美
　
作

政
岡
　
政
広

㈱
政
岡
工
業

森
下
　
泰
視

㈲
朝
日
防
水

森
蔭
　
佳
之

㈱
シ
マ
ザ
ワ

菊
田
　
浩
輔

㈱
伏
見
工
業

楠
　
　
一
義

㈱
C.
T
.I
.

副
理
事
長

三
橋
　
一
弘

㈱
大
協
建
材

市
場
対
策

委
員
会

横
田
　
幸
夫

㈱
住
吉
技
研

西
村
　
康
男

㈲
ニ
シ
ム
ラ

徳
重
　
永
久

徳
重
商
会

本
多
　
　
力

㈱
芝
建
設

小
澤
　
　
均

㈱
功
容
技
研

井
垣
　
泰
輔

㈱
ゼ
ネ
ラ
ル

髙
田
　
哲
也

髙
田
工
業

広
報
委
員
会

竹
内
　
芳
雄

K
Sホ
ー
ム
㈱

木
寺
　
玄
太

共
立
産
業
㈱

内
田
　
雅
之

大
阪ア
ルフ
ァ産
業
㈱
住
田
　
亜
昭

新
和
化
工
㈱

前
原
　
一
彦

前
原
シ
ー
リ
ン
グ
石
原
　
克
人

㈲
石
原
工
業

専
務
理
事

萬
谷
　
　
誠

関
西
シ
ー
リ
ン
グ
㈱

活
路
開
拓

委
員
会

西
原
　
芳
博

㈱
寝
屋
川
シ
ー
ル
笹
﨑
　
伸
司

㈲
豊
栄
シ
ー
ル
光
山
　
一
龍

㈲
ミ
ツ
ヤ
マ

山
﨑
　
雄
三

宝
シ
ー
ル
工
業
㈱
松
山
　
直
生

㈱
松
山
工
業

福
重
　
　
誠

㈱
セ
イ
ゴ
ウ

埜
田
　
善
将

㈱
埜
田
建
商

平
井
　
正
法

㈱
 七
　
星

技
能
検
定

委
員
会

坂
中
　
宗
洋
 

エ
マ
ー
ル
工
業
㈱
家
本
　
浩
志

㈱
和
歌
山
シ
ー
ル
中
濱
　
英
一

㈱
特
殊
技
研

𠮷
川
　
秀
樹

㈱
𠮷
川
美
装
商
事
石
川
　
一
久

大
阪
み
ど
り
技
研
㈱
松
島
　
清
泰

㈱
テ
イ
エ
ム
技
建
信
川
　
靖
司

㈱エ
ヌシ
ステ
ム施
工管
理
辻
村
　
哲
次

㈱
 海
　
人

谷
村
　
充
功

㈱
ミ
ツ
ケ
ン

今
中
　
　
健

㈱
光
シ
ー
ル

廣
瀬
　
永
昌

N
S技
建

常
任
理
事

松
下
　
公
俊

日
本
化
成
工
業
㈱

運
営
調
査

委
員
会

小
西
　
功
倫

㈱
ム
ツ
ミ
技
研
太
田
　
　
稔

山
﨑
工
業
㈱

吉
川
　
　
剛

㈱
 テ
　
ン

竹
田
　
宙
司

㈱
大
阪
シ
ー
ル

上
田
　
正
一

山
陽
シ
ー
ル
工
業
㈱
金
田
　
哲
郎

㈱
ゴ
ー
ル
デ
ン
技
工
棚
田
　
聡
一

棚
田
建
材
㈱

教
育
委
員
会

森
本
　
美
文

㈱
日
建
テ
ク
ノ
ス
佐
伯
　
忠
雄

㈱
大
阪
防
水
工
業
所
高
橋
敬
一
郎

㈱
 高
　
建

長
山
　
正
夫

㈱
ナ
ッ
ケ
ン

米
澤
　
三
男

浜
建
工
業
㈱

小
谷
　
進
作

㈱
コ
タ
ニ

笹
岡
　
裕
次

㈱
笹
岡
商
会
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関西シーリング工事業協同組合フューチャー会組織表

会　長 ㈱大阪シール 楠本　一廣
副会長 ＫＳホーム㈱ 坂口　正吾

委　　員　　会 委　　　　　　員

総 務 委 員 会 埜田　善将
福重　秋人

㈱埜田建商
㈱セイゴウ

購 買 委 員 会 佐伯　浩一
松島　清泰

㈱大阪防水工業所
㈱テイエム技建

市場対策委員会
坂中　真二
立石　航一
金田　大輔

エマール工業㈱
㈱東光商会
㈱ゴールデン技工

広 報 委 員 会
新谷　伸彦
植田　真一
小林　弘成

宝シール工業㈱
髙田工業
㈱美作

活路開拓委員会
楠本　一廣
廣瀬　永昌
神農　将史

㈱大阪シール
ＮＳ技建
ダイワテック㈱

技能検定委員会
坂口　正吾
谷村　充功
徳重　満久

ＫＳホーム㈱
㈱ミツケン
徳重商会

運営調査委員会
榎村　　孝
今中　　健
森下　泰視

山﨑工業㈱
㈱光シール
㈲朝日防水

教 育 委 員 会
原田　　悟
三浦　智徳
松山　直生

㈱大協建材
㈱政岡工業
㈱松山工業

賛 助 会

岡橋　広士
佐野　将史
島　　考臣
井原　　潤
松山　太初
後藤　憲一
筒井　　徹
森浦　雄介
岡山　武史

ジャパンマテリアル㈱
サンスター技研㈱
サンセフティリース㈱
コニシ㈱
日本ビソー㈱
㈱ダイフレックス
セメダイン㈱　
横浜ゴムＭＢジャパン㈱
カモ井加工紙㈱

な に わ 会

西山　　竜
長尾　和博
戸倉　秀利
山田　　学
秋葉　知温
河村　康平
吉田　　拓

フヨ―㈱
㈱前田精市商店
モリシタ化学産業㈱
㈱宮崎
アジック㈱
化研マテリアル㈱
㈱ツダ
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関西シーリング工事業協同組合
〒540‒0012 大阪市中央区谷町４丁目４番13号　TEL 06‒6946‒2226　FAX 06‒6946‒2227
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賛　助　会　員

隆

𠮷
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なにわ会会員



　関西シーリング工事業協同組合は、関西に在するシーリング防水工事業者が、中小

企業等協同組合法に基づいて結成した協同組合です。

＜目　的＞

　建築専門工事業種の内、防水工事・シーリング工事は近年に於ける建築物の高層化

複雑化及び材料の多様化に追随して、日進月歩の専門知識と技術力を必要としていま

す。

　組合活動を媒介として、近代建築に於ける防水工事・シーリング工事の重要性を自

ら自覚すると共に他からの認識を促し、トッププロとしての職能で社会に貢献します。

　防水工事・シーリング工事業者が自らの業種を近代建築に於いて欠かせない専門工

種として、次世代の建築界に伝えていく為の研鑽と活動の場所が関西シーリング工

事業協同組合（関シ協）です。

＜活　動＞

　①　関連諸団体と連携のもとに、上部と組合員相互へ、大切な情報の伝達をしてい

ます。

　②　組合員・所属員への知識の普及と技術の向上を図る為の、研修会をしています。

　③　各種資格試験の、受験の窓口をしています。

　④　消耗品、機械工具、副資材などの共同購買により組合各社の経費節減及び、多

情報により、関連商品の開発を促し業界の進歩に貢献しています。

　⑤　日本シーリング工事業協同組合との連合で、10年の瑕疵漏水保険を作り組合各

社の経営を磐石なものとし、発注条件に、信頼感を与えて受注に繋げています。

　⑥　組合企業用賠償保険、所属員の生命保険、障害保険を団体契約することで、コ

ストダウンになり、組合員各社に利便を供しています。

　⑦　青年部会を組織指導して、次世代の建築シーリング部門を担う若者を育成して

います。

　⑧　ゴルフコンペ、新年会、懇親会などを開き会員同士の親睦を図り、協力しあうア

ンダーグランドをつくっています。

　⑨　広報誌「関シ協ニュース」を年２回発行しています。

関西シーリング工事業協同組合（関シ協）の概要






